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【導入実績】 アイシンシロキ株式会社、株式会社安藤・間、いすゞ自動車株式会社、オムロ
ン株式会社、川崎重工業株式会社、キヤノン株式会社、京セラ株式会社、株式会社計測リ
サーチコンサルタント、清水建設株式会社、株式会社SUBARU、住友建機株式会社、ソ
ニー株式会社、大成建設株式会社、大日本印刷株式会社、ダイハツ工業株式会社、株式
会社竹中工務店、東急建設株式会社、TOTO 株式会社、トヨタ自動車株式会社、株式会
社豊田自動織機、株式会社トヨタプロダクションエンジニアリング、株式会社ニコン、日
産自動車株式会社、日本電信電話株式会社、日本ピーエス株式会社、日本放送協会、パ
ナソニック株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、日立建機株式会社、株式会社日立製作
所、不二サッシ株式会社、富士通株式会社、株式会社ブリヂストン、本田技研工業株式会
社、マツダ株式会社、三菱自動車工業株式会社、三菱重工業株式会社、三菱電機株式会
社、ヤマハ株式会社、株式会社LIXIL、株式会社リコー 他多数 （五十音順・敬称略）

菊川市商工会館 菊川市加茂2156

火
14:00-15:30
開場 13：30 受付開始

菊川市主催

高精度センシング×AI
現場改善講座

視ることは､変えられる｡

講演内容

データとAI で生み出す新たな価値 
～技術継承・品質向上・研究開発を
支える現場AI 最前線～ 

講演

視える、わかる、活かせる！
高精度センシング×AIによる
動態データ活用を体感

実演

菊川市商工会後援

2026.12.1DATE

会場

栗山 幸雄 氏アキュイティー株式会社
Product Development Team Director講師

姿勢・動作・技能

人の動き

変位・振動・挙動

モノの動き

スポーツ・リハビリ・研究・教育

身体の動き



https://www.hai.or.jp/pvc/event/seminar/2026/00289/▶

FAX

WEB

053-471-2113
WEBまたは
FAX（下記にご記入）にて
お申込みください

企業・団体名

会社 住所
〒

TEL

参加者
1

氏名 所属部署・役職名

E-mai l

参加者
2

氏名 所属部署・役職名

E-mai l

個人情報保護に関する注意事項 申込書にご記入いただいた個人情報は、当財団の事業等に関する情報提供や参加者募集の案内以外では使用いたしません。 
また目的外に使用したり第三者に提供したりすることはありません。

公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構 フォトンバレーセンター  TEL:053-471-2111 受付時間（8:45~17:30）お問い合わせ

参 加 申 込 書

お申 込み方 法 お申込み
締切

11 27金

ご参加にあたってのお願い ・セミナー終了後、主催者及び講師等からアンケートを実施しますのでご協力をお願いします。
・応募多数の場合、調整させていただく場合がございます。

2026

講演概要

▼ 実演

実演では、「高精度センシング×AI」が現場データを
分析・可視化を体感できます。センシング機器や解
析システムを用いた「高精度センシング×AI」で、参
加される方の動作の正確性と機敏性を基に点数化
します。高精度センシング技術が、人やモノの動きを
どのようにデータ化し、AIが情報分析し、どのような
解を導き出すのかをデモを用いて分かりやすく体
感いただきます。現場の改善箇所や意思決定に活
用されるまでの流れを理解できる内容です。

視える、わかる、活かせる！
高精度センシング×AIによる
動態データ活用を体感

15:00～15:30 ※質疑応答含む▼ 講演

人材不足やベテラン技術者の高齢化が進むなか、
現場に蓄積された知識やノウハウをいかに次世代
へ継承し、品質向上や研究開発の加速につなげる
かが重要な課題となっています。本講演では、人と
モノの動きをセンシング技術でデータ化し、AI に
よって新たな価値へ変える最新事例を紹介します。
技術継承、品質向上、研究開発の効率化を実現し、
産業の未来を創るための可能性を解説します。

～技術継承･品質向上・研究開発を
支える現場AI最前線～

データとAIで生み出す
新たな価値

14:00～14:50 ※質疑応答含む

画像及び周辺領域における知見をもとに、
2018年よりAI（人工知能）及び画像処理の独
自システム開発に事業の幅を拡げ、主に製造
業や物流業におけるDX化を展開。目視検査
の自動化や移動体の自動制御など、既存製
品では実現することができなかった数々の自
動化を構築。様々な領域で省人化、自動化、
工数短縮、技術伝承等を実現している。

PROFILE

栗山 幸雄氏

講師

アキュイティー株式会社
Product Development 
Team Director

休
憩 （
10
分
）

30名
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参加費
無料高精度センシング×AI

現場改善講座
視ることは､
変えられる｡




